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松島高校舎等改築設計 計画概要書 

令和４年１１月 

宮城県土木部営繕課 

Ⅰ 基本方針 

県内有数の観光地松島に立地する学校の特色を活かした施設整備による学習効果の向上，魅

力的な学習環境の整備による学習意欲の向上を図るため，老朽化した校舎等の改築設計を行う

もの。 

 

Ⅱ 施設計画・設計条件等 

１ 業務委託名称 

松島高校舎等改築設計業務委託 

 

２ 建築場所 

宮城郡松島町高城字迎山三５ 

敷地面積 約４２，５８１㎡ 

 

３ 施設用途 

高等学校 

平成３１年国土交通省告示第９８号 別添二 

第七号第１類 

 

４ 法規制等 

（１）都市計画区域等  都市計画区域 市街化区域 

（２）用途地域等    第１種中高層住居専用区域 

（３）容積率      １５０％ 

（４）建蔽率      ５０％ 

（５）防火地域等    建築基準法第２２条第１項指定区域 

（６）下水道処理    処理区域内 

（７）道路       町道 幅員：８ｍ 

（８）その他区域等   ・一部 土砂災害警戒区域・特別警戒区域 

            ・文化財保護法に基づく特別名勝松島指定範囲内 

                          （第３種保護地区） 

・松島町景観計画松島湾景域（高城周辺ゾーン） 

              ・一部 宮城県津波浸水想定区域内 

（ https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/kasen/miyagi-tsun

ami-shinsuisoutei-published1.html） 

 

 

 

 

別添３ 



2 
 

 

 

５ 設計概要 

（１）新築設計 一式 

   （別表２参照） 

① 校舎                 延べ面積       約 7,200 ㎡ 

 

              内訳  管理諸室       約 1,200 ㎡ 

               普通教室       約  800 ㎡ 

               特別教室       約 2,500 ㎡ 

               共用部分       約 2,700 ㎡ 

② 付帯施設 

  駐車場 １００台（職員用６０台，来客用４０台），駐輪場 １００台  

③ その他 

  建築設備設計，外構設計を含む 

 

（２）解体設計 一式 

   （別表３参照） 

   ①校舎            延べ面積          ６,972 ㎡ 

   ②生徒会館          延べ面積          525 ㎡ 

   ③柔剣道場          延べ面積          416 ㎡ 

   ④渡り廊下          延べ面積          714 ㎡ 

   ⑤その他附属施設 駐輪場，倉庫，油庫等 

 

（３）グラウンド整備設計 一式 

   ①ソフトボール場 

   ②陸上競技用スペース（幅４ｍ，直線１００ｍ程度） 

   ③テニスコート（３面） 

 

（４）履行期間 

 令和７年３月１４日まで（予定） 

 

（５）予定工事費 

約４６億円（税込） 

 

６ 整備方針 

（１）松島高等学校校舎等改築事業基本計画 

【宮城県教育庁施設整備課作成（別添資料１）】 

（２）宮城県松島高等学校 学校要覧 

【宮城県松島高等学校作成（別添資料２）】 
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７ その他 

  ・仮設校舎は計画しないこととする。 

・学校敷地内への出入口は現在の位置を変更してもよいこととする。 

・既存の屋内運動場，部室棟及び弓道場に配慮した配置・動線計画とすること。 

・現況レベルにて計画すること。（造成は行わない。） 

・周辺の住環境への通風・日照，プライバシー等に配慮した計画とすること。 

・新築建物は，既存の部室及び屋内運動場と渡り廊下等で接続すること。 

・書道室にホテル等での接客を学ぶための実習室（作法室）の機能を設けること。 

・共用部にホテル等のカウンターを模した実習スペースを計画すること。 

・工事期間中の施設の運営及び安全の確保に配慮すること。 

・建物は，ライフサイクルを通じた環境負荷の低減に配慮すること。 

・校舎は ZEB Oriented 相当の省エネ基準以上とし，木質化についても検討すること。 

・地質調査は，設計業務委託期間中に別途実施する予定である。 

     

８ 添付資料 

  別表１   事業スケジュール（予定） 

  別表２   松島高校舎等新築面積一覧 

  別表３   解体建物等一覧 

  別図１   計画地位置図 

  別図２   整備計画図 

  別添資料１ 松島高等学校校舎等改築事業基本計画 

  別添資料２ 宮城県松島高等学校 学校要覧 

  参考資料１ 地質調査報告書 

  参考資料２ 松島高屋内運動場改築等設計 配置図 
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別表１



１　管理諸室

室数 1室面積 総面積 室数 1室面積 総面積
1 校長室 1 90.00 90.00 1 67.50 67.50
2 応接室 0.00 0.00
3 職員室 1 135.00 135.00 1 135.00 135.00
4 事務室 1 67.50 67.50 1 67.50 67.50
5 図書室 1 135.00 135.00 1 135.00 135.00
6 図書準備室 1 33.80 33.80 0 0.00
7 司書室 0.00 1 33.80 33.80
8 書庫 0.00 0.00
9 倉庫 0.00 0.00
10 技師室（業務員室） 1 36.00 36.00 1 67.50 67.50
11 保健室 1 69.00 69.00 1 67.50 67.50
12 カウンセラー室 1 67.50 67.50 1 33.80 33.80
13 会議室 1 135.00 135.00 1 135.00 135.00
14 放送室 1 33.80 33.80 1 33.80 33.80
15 小会議室 0.00 1 33.80 33.80
16 印刷室 1 33.80 33.80 1 67.50 67.50
17 サーバー室 0.00 0.00
18 湯沸室 0.00 0.00
19 休養室 0.00 0.00
20 更衣室 1 67.50 67.50 1 67.50 67.50
21 進路指導室 1 73.80 73.80 1 33.80 33.80
22 生徒指導室 1 33.80 33.80 1 33.80 33.80
23 生徒会室 1 65.60 65.60 1 33.80 33.80
24 ランチルーム・売店 0.00 1 202.50 202.50
床面積小計① 15 1,077.10 17 1,249.10

２　普通教室

室数 1室面積 総面積 室数 1室面積 総面積
25 普通教室 15 67.50 1012.50 12 67.50 810.00

0.00 0.00
0.00 0.00
0.00 0.00

床面積小計② 15 1,012.50 12 810.0

３　特別教室

室数 1室面積 総面積 室数 1室面積 総面積
26 物理実験室 1 135.00 135.00 1 202.50 202.50
27 物理準備室 1 33.80 33.80 1 33.80 33.80
28 生物実験室 1 135.00 135.00 0 0.00
29 生物準備室 1 33.80 33.80 0 0.00
30 化学実験室 1 149.80 149.80 1 202.50 202.50
31 化学準備室 1 32.80 32.80 0 0.00
32 化学講義室 1 73.80 73.80 0 0.00
33 地学実験室 1 135.00 135.00 0 0.00
34 地学準備室 1 33.80 33.80 0 0.00
35 被服室 1 105.00 105.00 1 135.00 135.00
36 被服準備室 1 33.80 33.80 1 33.80 33.80
37 書道室 0.00 1 67.50 67.50
38 書道準備室 0.00 0.00
39 自習室 1 73.80 73.80 1 67.50 67.50
40 美術室 1 73.80 73.80 1 135.00 135.00
41 美術準備室 0.00 1 33.80 33.80
42 視聴覚室 1 135.00 135.00 1 202.50 202.50
43 視聴覚準備室 1 33.80 33.80 1 33.80 33.80
44 教材室 2 37.50 75.00 0 0.00
45 音楽室 1 135.00 135.00 1 135.00 135.00
46 音楽準備室 1 33.80 33.80 1 33.80 33.80
47 社会室 0.00 0.00
48 社会準備室 0.00 0.00
49 調理室 1 147.60 147.60 1 135.00 135.00
50 調理準備室 0.00 0.00
51 天体観測室 0.00 0.00
52 PC室 1 86.30 86.30 1 135.00 135.00
53 PC準備室 1 48.80 48.80 1 33.80 33.80
54 PC室 1 135.00 135.00 1 135.00 135.00

松島高校舎等新築面積一覧

No. 室名
現有諸室 必要諸室

No. 室名
現有諸室 必要諸室

No. 室名
現有諸室 必要諸室

別表２



55 PC準備室 1 33.80 33.80 0 0.00
56 多目的教室 3 67.50 202.50 1 202.50 202.50
57 合同講義室　→　DXルーム 1 96.30 96.30 1 135.00 135.00
58 武道場 0.00 1 405.00 405.00
床面積小計③ 28 2,212.10 20 2497.80

合計 58 4,301.70 49 4,556.90

４　共用部分

室数 1室面積 総面積 室数 1室面積 総面積
共用部計④ 32 3133.30 0 2676.00

校舎棟合計 90 7435.00 49 7232.90

５　付属棟

室数 1室面積 総面積 室数 1室面積 総面積
73 プロパン庫 1 4.00 4.00 0 0.00
74 油庫 1 16.00 16.00 0 0.00
75 倉庫 1 50.00 50.00 0 0.00
76 生徒会館 1 453.00 453.00 0 0.00
77 武道場 1 416.00 416.00 0 0.00
78 駐輪場 0.00 1 190.00 190.00
79 0.00 0.00
80 0.00 0.00

付属棟計⑤ 5 939.00 1 190.00

総合計（①～⑤） 8,374.00 7,422.90

No. 室名
現有諸室 必要諸室

No. 室名
現有諸室 必要諸室



解体建物，工作物
No. 名称 構造 備考
1 北校舎 ＲＣ－４ 1879.04 ㎡
2 西校舎 ＲＣ－４ 2314.70 ㎡
3 中校舎 ＲＣ－４ 870.81 ㎡
4 東校舎 ＲＣ－４ 1907.04 ㎡
5 生徒会館 ＲＣ－２ 524.72 ㎡
6 柔剣道場 Ｓ－１ 416.00 ㎡
7 渡り廊下① Ｓ－２ 331.18 ㎡
8 渡り廊下② Ｓ－１ 20.71 ㎡
9 渡り廊下③ Ｓ－１ 361.70 ㎡ 一部残置
10 倉庫 Ｗ－１ 21.87 ㎡
11 ゴミ置場 Ｓ－１ 21.60 ㎡
12 油庫 ＣＢ－１ 17.86 ㎡
13 倉庫 Ｓ－１ 49.50 ㎡
14 駐輪場 Ｓ－１ 10.12 ㎡
15 フェンス，防球ネット

残置する建物
No. 名称 構造 備考
1 屋内運動場 Ｓ－２ 1541.71 ㎡
2 部室棟 Ｓ－２ 285.88 ㎡
3 弓道場（射場） Ｓ－１ 46.20 ㎡
4 弓道場（的場） Ｓ－１ 15.40 ㎡

延べ床面積

延べ床面積

解体建物等一覧 別表３



別図１

計画地位置図

委託場所：宮城郡松島町高城字迎山三５



  ※新校舎以外の屋外施設の位置は想定で記載しております。

別図２

整備計画図

西校舎

北校舎

東校舎

新校舎計画地

屋内運動場

生徒会館

柔剣道場

解体建物

新校舎計画地

解体前

施設整備のイメージ

新校舎計画地

ソフトボール場

駐車場

解体後

陸上競技用スペース（4m×120m）

テニス

コート

（３面）新校舎計画地



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松島高等学校校舎等改築事業基本計画 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年９月 

教育庁施設整備課 

 

  

別添資料１ 
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Ⅰ 基本計画策定の背景・目的 

近年，本県教育を取り巻く環境が大きく変化している中，第２期宮城県教育振興基本計画（平

成２９年３月）※１では，施策の基本方向として「安心して楽しく学べる教育環境づくり（学校

施設・設備の整備充実）」を掲げている。また，新県立高校将来構想第３次実施計画（平成２９

年２月）※２においても，「効率的・効果的な施設整備の推進（校舎改築等の計画的推進）」を

高校教育改革の取組のひとつとしており，教育環境の改善を図るため，建築後４０年を目処に，

各学校の施設実態を踏まえながら，順次計画的に改築を進めている。 

松島高等学校の校舎施設は，昭和４０年から昭和５７年に建築されたものである。これまで

耐震補強工事及び必要最小限の改修により施設の保全を図ってきたが，大規模な改修は行って

おらず，校舎の老朽化が著しいことから，生徒・教職員等の安全を確保するとともに，学校の

特色が活かされる施設の整備による学習効果の向上，魅力的な学習環境の整備による学習意欲

の向上等を図るため，当該校舎等改築事業基本計画を策定するものである。 

※１ 添付１ 第２期宮城県教育振興基本計画（平成２９年３月）概要版 

※２ 添付２ 新県立高校将来構想第３次実施計画（平成２９年２月）抜粋） 

 

Ⅱ 松島高等学校の現状 

１ 学校沿革（抜粋） 

昭和２３． ７月 宮城県塩釜高等学校定時制課程松島分校開設 

３２． ４月 宮城県松島高等学校設立許可開校 

３８． ４月 全日制課程普通科設立許可 

４３． ４月 県立に移管 

５２．１２月 定時制課程募集停止 

平成２６． ４月 観光科設置 

 

２ 現況及び将来推計 

⑴ 設置課程等     全日制課程 普通科３学級 観光科２学級 

⑵ 修業年限      ３年 

⑶ 募集定員      （年次あたり）普通科１２０名 観光科８０名 

令和５年度から，普通科１学級減 

⑷ 生徒数       １年次 １６４名（５学級） 

２年次 １６０名（５学級） 

３年次 １８６名（５学級） 計５１０名（R4.5.1 現在） 

⑸ 生徒数の将来推計  少子化の影響により県全体での生徒数は減少傾向にあるが，当面

のところ，学級減で対応していくことが可能である。 

⑹ 教職員数      ６３名（令和４年度） 
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３ 教育目標 

⑴ 自ら学ぶ意欲と能力を高め，社会の変化に主体的に対応できる自律の精神をもった人間

を育成する。 

⑵ 勤労と責任を重んじ，平和を尊び他を思いやる友愛の精神にみちた人間を育成する。 

⑶ 自らの個性を磨き，豊かな文化を探求する創造の精神をそなえた人間を育成する。 

 

４ 学校経営方針 

⑴ 今日まで培われてきた良き伝統と校風を継承するとともに，将来に向け建設的に発展さ

せる。 

⑵ 進路目標達成及び生きる力を育む観点から，基礎学力の充実を全校的に取り組む。 

⑶ 学校行事や特別活動を大切にし，規律ある生活態度の育成と豊かな情操，強健な心身を

育成する。 

⑷ 指導力向上に向けた校内外の研修を実践し，教員の専門職としての資質の向上に努める。 

 

Ⅲ 基本計画 

１ 建築場所の概要 

現有施設の所在地に建築する。 

⑴ 所在地   宮城県宮城郡松島町高城字迎山三５ 

⑵ 敷地面積  約４２，５８１㎡ 

 

２ 基本計画の概要 

基本計画は，基本コンセプトに基づく施設規模，配置計画，諸室計画，構造計画，設備計

画，防災安全計画に関する基本的な考え方を整理し，設計等の指針となることを目的とする。 

 

３ 基本コンセプト 

⑴ 基本的な施設機能 

機能的で使いやすい，維持管理が容易な建物とする。 

⑵ 防災に配慮した施設機能 

災害に強く，安全性の高い建物とする。 

⑶ バリアフリー・ユニバーサルデザインに配慮した施設機能 

全ての人が利用しやすい施設とする。 

⑷ 地球環境へ配慮した施設機能 

自然エネルギーの活用等，環境に配慮した建物とする。 

⑸ 魅力的な学習環境 

県内唯一である観光科の生徒に対応した魅力的な学習環境が整備された施設とする。 
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  ⑹ ＺＥＢ化 

    ＺＥＢ oriented 相当の省エネ基準以上を目指すものとする。 

    ただし，ＺＥＢ化の可否は設計段階において総合的に判断する。 

 

４ 施設規模 

本事業は施設老朽化に伴う改築事業であるため，施設規模は現有施設と同程度とする。 

⑴ 現有施設の規模 

・校舎       延べ面積 約６，９７１㎡ 

・柔剣道場     延べ面積 約  ４１６㎡ 

・生徒会館     延べ面積 役  ５２４㎡ 

・その他附属建物  延べ面積 約  ４２７㎡（渡り廊下，駐輪場等） 

・工作物      延べ面積 約  ８２０㎡（フェンス，防球ネット等） 

（添付３ 航空写真） 

（添付４ 配置図） 

（添付５ 現有諸室配置図（概略図）） 

 

５ 配置計画 

⑴ 現状の地形を活かした配置とする。（造成は想定していない。） 

⑵ 周辺の住環境への通風・日照・騒音，プライバシー等に配慮したものとする。 

⑶ 新設校舎は，残置する建物（屋内運動場，部室棟，弓道場）と渡り廊下等で接続するこ

とを前提とする。（添付６ 解体建物等一覧） 

⑷ 校舎等の改築に伴い，現有の校庭グラウンドに比べ実効面積が広くなるように，効率的

な校庭グラウンドの再整備をすることとし，ソフトボール，テニス（４面）が行える程

度の広さを確保する。 

⑸ 柔剣道場等は，解体後の新設を行わない。（添付６ 解体建物等一覧） 

 

６ 諸室計画 

本事業は施設老朽化に伴う改築事業であるため，諸室は現有諸室と同程度とするが，必要

な機能を満たしながら柔軟に計画する。 

⑴ 現有諸室  添付７ 現有諸室一覧のとおり。 

⑵ 必要諸室  添付７ 必要諸室一覧のとおり。 

 

７ 構造計画 

⑴ 耐震性能 

耐震安全性は，「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準（国土交通省）」に基づき，生徒

の安全性に配慮する。 
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⑵ 構造・階数 

構造は，安全性・機能性・快適性・経済性・耐久性に配慮するものとする。 

 

８ 設備計画 

設備は，安全性・快適性・省エネルギー性・経済性・耐久性・メンテナンス性に配慮するも

のとする。またバリアフリー・ユニバーサルデザインに配慮するものとし，シックスクール

対策を講ずるものとする。 

 

９ 防災安全計画 

自然災害発生時や非常時における安全性及び不審者の侵入防止等の観点も含めた安全対策

を考慮するものとする。 

 

10 目指す学校像 

松島高等学校における，今後の求める学校像は，次のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 観光科について 

 ⑴ 観光科とは 

観光科は，観光資源を学習素材とし，社会で即戦力として活躍し地域に貢献できる人材

の育成を目指します。そして，「自分に何が出来るか？」，「何をするのか？」，「そのために

は，何を学ぶのか？」を考えて学習し，お客様との接客対応からコミュニケーション能力

を高め「おもてなしの心」を育み，学習した歴史や名所・史跡や地域の資源を活用したツ

アー等の企画を考え実践します。 

  ⑵ 学校設定科目 

    観光科では，普通科目に加えて観光基礎，地元学，観光地理，旅客業務，観光ビジネス，

観光実践，課題研究など，独自の専門科目を学習します。 

    観光科で学ぶ内容は歴史・地理・経済・法律・ビジネスマナー・ＩＣＴ等多くの範囲に

わたります。また，外部講師を招いての講話や生徒自身が考えた企画の発表等も実践しま

す。 

 

 

～目指す学校像～ 
 

１ 人間的な成長と品格の涵養に努める学校 

２ 主体的な学習活動に向けて，わかる授業づくりに取り組む学校 

３ 生徒の希望進路の達成に向けて，学力の向上を目指す学校 

４ 地域や大学等と連携し，社会に有為な人材を育成する学校 
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  ⑶ 実習 

    観光科では，学年毎に観光に関する実習に取り組みます。（令和４年度計画） 

   第１学年 販売実習・観光ガイド演習・観光ガイド実習，田植え・稲刈り体験，海の盆運

営補助，ＹＯＳＡＫＯＩ運営ボランティア，磯崎漁港牡蠣祭り運営補助 

   第２学年 ホテル実習，観光ガイド実習，ＹＯＳＡＫＯＩ運営ボランティア，研修旅行（宮

城ＰＲ活動） 

   第３学年 松島おもてなしツアー，観光ガイド実習，地元新聞店発行のミニコミ誌記事・

編集等 
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調査位置平面図 縮尺=1:500 



５ 

§２ 調 査 方 法 

2.1 調査位置・地盤標高  

 

調査位置は、「調査位置平面図 S=1:500」に示したボーリング調査を 4 地点

で実施した。 

調査地点の地盤標高（孔口標高）は、図書室建物犬走西南角を KBM=0.00m

として、これより観測誘導し、下表のように決定した。 

 

        

  表 2-1.1 地盤標高一覧表 

孔  番 地盤標高(m) 備考 

No.1 KBM+0.07 今回ボーリング地点 

No.2 KBM+0.10 〃 

No.3 KBM-0.13 〃 

No.4 KBM-0.19 〃 

 

 

 

 



ボーリング柱状図

調 査 名 3 0教 2 7 - 2 3 1号  松島高屋内運動場改築等地質調査業務委託

事業・工事名

ボーリング名 N o . 1 調査位置 宮 城 郡 松 島 町 高 城 字 迎 山 3 - 5 地 内 北 緯

東 経発 注 機 関 宮 城 県 土 木 部 営 繕 課 調査期間 平成 31年 4月 15日 ～ 31年 4月 17日

調 査 業 者 名
株 式 会 社 　 東 北 地 質

電話 ( 0 2 2 - 3 7 3 - 5 0 2 5 )

照 査
技 術 者

白 鳥 文 彦
管 理
技 術 者

菅 原 勝 也
コ ア
鑑 定 者

菅 原 勝 也
ボｰリング
責 任 者

冨 田 裕 佑

孔 口 標 高 KBM
+0.07m

角

度

180°

0°

90°上

下
0°

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

0° 地
盤
勾
配 90°

水平0°
鉛
直

0°

使
用
機
種

試 錐 機 東 邦 D - 1 型
ハンマー
落下用具

半 自 動

エンジン ヤ ン マ ー 製 　 N F - 1 2 ポ ン プ 東 邦 製 B G - 3 B総 掘 進 長   7.29m

ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

標

高

(m)

 -0.33

 -7.22

層

厚

(m)

  0.40

  6.89

深

度

(m)

0.40

7.29

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

礫混じり砂を主体とする。盛土 暗褐

全般に不均一な凝灰質砂岩からな
る。
コアは10～50cm程度の棒状コアとし
て採取される。
コアの硬さは手で折れる程度であ
る。
砂岩はハンマーの軽打で砂状となる
硬さ。
砂岩は中粒砂岩を主体とし、φ2～1
0mm大の軽石礫を混入する。
全般に風化が進み褐灰色を呈する。
0.40～0.80,4.95～5.45,5.95～6.00
m間にシルト岩を挾む。
シルト岩は固結度が高く硬い。
4.40～4.95m間に粗粒砂岩を挟む。

凝
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砂
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灰

孔
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水
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／
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試 験 名

および結果

試 料 採 取

深

度

(m)

試

料

番

号

採

取

方

法

室
内
試
験

(
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日
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ボーリング柱状図

調 査 名 3 0教 2 7 - 2 3 1号  松島高屋内運動場改築等地質調査業務委託

事業・工事名

ボーリング名 N o . 2 調査位置 宮 城 郡 松 島 町 高 城 字 迎 山 3 - 5 地 内 北 緯

東 経発 注 機 関 宮 城 県 土 木 部 営 繕 課 調査期間 平成 31年 4月 18日 ～ 31年 4月 22日

調 査 業 者 名
株 式 会 社 　 東 北 地 質

電話 ( 0 2 2 - 3 7 3 - 5 0 2 5 )

照 査
技 術 者

白 鳥 文 彦
管 理
技 術 者

菅 原 勝 也
コ ア
鑑 定 者

菅 原 勝 也
ボｰリング
責 任 者

冨 田 裕 佑

孔 口 標 高 KBM
+0.10m

角

度

180°

0°

90°上

下
0°

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

0° 地
盤
勾
配 90°

水平0°
鉛
直

0°

使
用
機
種

試 錐 機 東 邦 D - 1 型
ハンマー
落下用具

半 自 動

エンジン ヤ ン マ ー 製 　 N F - 1 2 ポ ン プ 東 邦 製 B G - 3 B総 掘 進 長   7.33m

ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

標

高

(m)

 -0.50

 -7.23

層

厚

(m)

  0.60

  6.73

深

度

(m)

0.60

7.33

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

礫混じり砂を主体とする。下部にφ
20～80mm大の軟岩礫を混入する。

盛土 褐灰

全般に不均一な凝灰質砂岩からな
る。
コアは短棒～25cm程度で採取され
る。
砂岩部では薄く円盤状に剥離する。
コアの硬さは手で折れる程度であ
る。
砂岩はハンマーの軽打で砂状となる
硬さ。
砂岩は中粒砂岩を主体とし、φ2～5
mm大の軽石礫を混入する。
所々風化が進み褐灰色を呈する。
所々に酸化鉄が見られる。
1.60～2.00,3.00～3.30,3.95～4.2
5,6.50～6.90m間にシルト岩を挾む。
シルト岩は固結度が高く硬い。
4.25～4.80m間に細粒砂岩を挟む。
5.80～6.50m間に粗粒砂岩を挟む。

凝
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質
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ボーリング柱状図

調 査 名 3 0教 2 7 - 2 3 1号  松島高屋内運動場改築等地質調査業務委託

事業・工事名

ボーリング名 N o . 3 調査位置 宮 城 郡 松 島 町 高 城 字 迎 山 3 - 5 地 内 北 緯

東 経発 注 機 関 宮 城 県 土 木 部 営 繕 課 調査期間 平成 31年 4月 22日 ～ 31年 4月 24日

調 査 業 者 名
株 式 会 社 　 東 北 地 質

電話 ( 0 2 2 - 3 7 3 - 5 0 2 5 )

照 査
技 術 者

白 鳥 文 彦
管 理
技 術 者

菅 原 勝 也
コ ア
鑑 定 者

菅 原 勝 也
ボｰリング
責 任 者

佐 藤 俊 宏

孔 口 標 高 KBM
-0.13m

角

度

180°

0°

90°上

下
0°

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

0° 地
盤
勾
配 90°

水平0°
鉛
直

0°

使
用
機
種

試 錐 機 東 邦 D - 1 型
ハンマー
落下用具

半 自 動

エンジン ヤ ン マ ー 製 　 N F - 1 2 ポ ン プ 東 邦 製 B G - 3 B総 掘 進 長   7.34m

ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

標

高

(m)

 -0.78

 -1.88

 -7.47

層

厚

(m)

  0.65

  1.10

  5.59

深

度

(m)

0.65

1.75

7.34

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

礫混じり砂を主体とする。下部にφ
20～50mm大の礫を多く混入する。

盛土 褐灰

全般に不均質な礫混じり粘土からな
り、砂分を混入する。
φ2～15mm大の軟岩礫を混入する。

礫混じ
り粘土

暗灰
～淡
褐灰

全般に不均一な凝灰質砂岩からな
る。
コアは10～55cm程度の棒状コアとし
て採取される。
コアの硬さは手で折れる程度であ
る。
砂岩はハンマーの軽打で砂状となる
硬さ。
砂岩は中粒砂岩を主体とし、φ5～1
5mm大の軽石礫を混入する。
所々風化が進み褐灰色を呈する。
所々に酸化鉄が見られる。
1.75～2.25,6.05～6.90m間にシルト
岩を挾む。
シルト岩は固結度が高く硬い。
2.25～2.75,3.85～4.50,5.00～5.80
m間に粗粒砂岩を挟む。
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ボーリング柱状図

調 査 名 3 0教 2 7 - 2 3 1号  松島高屋内運動場改築等地質調査業務委託

事業・工事名

ボーリング名 N o . 4 調査位置 宮 城 郡 松 島 町 高 城 字 迎 山 3 - 5 地 内 北 緯

東 経発 注 機 関 宮 城 県 土 木 部 営 繕 課 調査期間 平成 31年 4月 24日 ～ 31年 4月 26日

調 査 業 者 名
株 式 会 社 　 東 北 地 質

電話 ( 0 2 2 - 3 7 3 - 5 0 2 5 )

照 査
技 術 者

白 鳥 文 彦
管 理
技 術 者

菅 原 勝 也
コ ア
鑑 定 者

菅 原 勝 也
ボｰリング
責 任 者

佐 藤 俊 宏

孔 口 標 高 KBM
-0.19m

角

度

180°

0°

90°上

下
0°

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

0° 地
盤
勾
配 90°

水平0°
鉛
直

0°

使
用
機
種

試 錐 機 東 邦 D - 1 型
ハンマー
落下用具

半 自 動

エンジン ヤ ン マ ー 製 　 N F - 1 2 ポ ン プ 東 邦 製 B G - 3 B総 掘 進 長   9.28m

ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

標

高

(m)

 -2.49
 -2.74

 -3.69

 -9.47

層

厚

(m)

  2.30
  0.25

  0.95

  5.78

深

度

(m)

2.30
2.55

3.50

9.28

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

礫混じり砂を主体とする。
0.30～0.60m付近にφ30～80mm大の
礫を混入する。
1.60m付近にφ150mm大の軟岩礫を混
入する。
1.90m付近にコンクリート片を混入
する。

盛

土

褐

灰～

暗

灰

全般に不均質な礫混じり粘土。
礫混じ
り粘土 暗灰

全般に不均一な粘土質砂からなる。
上部は細砂を主体とする。
2.90m以深にφ2～20mm大の礫を多く
混入する。

粘土質
砂

暗灰
～淡
褐

全般に不均一な凝灰質砂岩からな
る。
コアは5～45cm程度の棒状コアとし
て採取される。
砂岩部は円盤状に剥離する。
コアの硬さは手で折れる程度であ
る。
砂岩はハンマーの軽打で砂状となる
硬さ。
砂岩は中粒砂岩を主体とし、φ2～3
0mm大の軽石礫を混入する。
上部は風化が進み褐灰色を呈する。
3.50～4.00m間にφ20～40mm大の軟
岩礫を混入する。
6.20～7.00,7.70～8.20m間にシルト
岩を挾む。
シルト岩は固結度が高く硬い。
4.60～5.85m間に粗粒砂岩を挟む。
8.60m付近に炭化物を混入する。

凝

灰

質

砂

岩

褐

灰～
暗

灰

孔
内
水
位
(m)
／
測
定
月
日

2.00
4/25

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

1.15

1.45

2.15

2.45

3.15

3.45

4.15

4.41

5.15

5.40

6.15

6.28

7.15

7.35

8.05

8.22

9.15

9.28

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～
10

3

2

1

15

18

22

43

30
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41
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～

20

2

2

1

15

22
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17

3

30

28

7

19
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20
～
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20

6
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5

打
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回
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/
貫
入
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7

30

6

30

2

30

60

26

60

25

60
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60

20

60

17

60
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室
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株式会社 盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計
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一級建築士登録

第１０１３１６号

訂正

ＳＡＫＡＲＩ
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発行

次長部長 審査

図
面
名

工
事
名

縮
尺栗 原 憲 昭

設
計
者

管
　
理

建
築
士

一級建築士登録

第３２５８３０号
目　黒　隆

宮城県仙台市青葉区上杉三丁目３－１６　〒９８０－００１１

事務所登録　　　宮城県　第18210266号

代表取締役　　栗 原 將 光

ＴＥＬ（代表）０２２－２２２－６８８７　　ＦＡＸ０２２－２２４－２３９７

2019.9
松島高屋内運動場等解体工事

配置図（現状）

渡り廊下

渡り廊下

屋内運動場

部室

屋内運動場解体

渡り廊下解体

樹木配置図（現状）Ｓ＝1/200

Ｗ５

Ｗ６

Ｗ４

Ｗ３

Ｗ１

Ｗ２

工事車両横断

A1:1/500,200

A3:1/1,000,400

低木（ツツジ）植え込み13.5㎡

Ｋ-01

柔剣道場

中校舎西校舎

（玄関） （昇降口）

ボイラー室

渡り廊下

オイルタンク

受水槽

北校舎

▲隣地境界線

▲
隣
地
境
界
線

▲隣地境界線

▼
隣
地
境
界
線

▼隣地境界線

▼隣地境界線

▲
道
路
境
界
線

倉庫
油庫ゴミ置場

車路Ｗ5,100

▼隣地境界線

住宅地

住宅地

住宅地

住宅地

生徒会館

目
隠
し
フ
ェ
ン
ス

電気設備

電気設備

▼▼

▼

校門

▼

町道　割波二号線

バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト

防
球
ネ
ッ
ト

道
路
境
界
線

ソフトボール場

GL±0

GL±0

GL±0

GL+3,000
GL+6,000

GL+8,000

GL+8,000

GL+800

GL+1,200

GL±0

電柱

支線

▼
道
路
境
界
線

2,500

5,500

側
溝

歩
車
道
境
界
ブ
ロ
ッ
ク

車
道

側
溝

歩
道

外灯

高木

▼
校門

的場

住宅地

駐車場

GL-1,000

射場

住宅地

駐輪場

部室

屋内運動場

弓道場

配置図（現状）Ｓ＝1/500

車路Ｗ4,450

電柱

屋内運動場解体

Ｎ

渡り廊下

渡
り

廊
下

渡り廊下

渡り廊下

東校舎

渡り廊下解体

既存樹木伐採・伐根

屋内運動場解体　１階:ＲＣ造、２階:Ｓ造、延べ面積1,541.4㎡

凡　例

解体・撤去範囲

既存樹木伐採・伐根　一式（既存樹木伐採・伐根　上図参照）

撤去・処分範囲

地中埋設部分の躯体を撤去した後、山砂にて埋め戻すこと。

捨てコンクリートより上部を撤去・処分する。

■解体要領（共通）

渡り廊下解体　Ｓ造　平家　建築面積122㎡

GL±0

GL+700

GL+900

GL+900

GL+600既存雨水枡

樹木の種類 樹木の幹周 樹木高さ 数量 単位

高木

中木

中木

高木

中木

0.85m

0.75m

0.30m

0.90m

0.95m

0.56m

9.0m

6.5m

3.5m

9.0m

10.0m

4.0m

1

1

1

1

11

1

本

本

本

本

本

本

追加伐採・伐根樹木一覧

伐採・伐根

伐採・伐根

Ｗ３：中木Ｈ4.0ｍ　葉張り４ｍ　幹周30㎝　１本

Ｗ４：高木Ｈ９ｍ　葉張り８ｍ　幹周1.5ｍ　１本

Ｗ５：低木Ｈ２ｍ　葉張り２ｍ　幹周20㎝　１本

Ｗ６：中木Ｈ3.5ｍ　葉張り４ｍ　幹周30㎝　１本

既存樹木伐採・伐根　リスト

Ｗ1.5ｍ×Ｌ9.0ｍ×Ｈ1.3ｍ

Ｗ１：中木Ｈ3.5ｍ　葉張り６ｍ　幹周30㎝×３株立ち　１本

Ｗ２：中木Ｈ3.0ｍ　葉張り２ｍ　幹周20㎝×２株立ち　１本

コンクリート柱　H=6.0程度　根入1.5m程度 2本撤去

木柱：H=6.0m程度　根入れ1.5m程度　2本撤去

付属ワイヤー　１本

木柱：H=6.0m程度　根入れ1.0程度　5本撤去

コンクリート柱：H=11.0m程度　根入2.0m程度撤去

ただし、現状地盤から300mm程度より下は残置

外構土間撤去　1.5m×4.5m×t150

高木

低木（ツツジ）植え込み　43.1㎡

中木

中木

中木

中木

中木

0.45m

0.50m

1.0m

0.50m

1.45m

2.0m

2.5m

2.5m

3.0m

4.5m

1

11

1

1

1

本

本

本

本

本

番号

Ｗ７

Ｗ８

Ｗ９

高木Ｗ１０

Ｗ１１

Ｗ１２

Ｗ１３

Ｗ１４

Ｗ１５

Ｗ１６

Ｗ１７

コンクリート柱　H=11.0程度　根入2.0m程度撤去

W7
W8 W9 W10 W11

W13

W12

W14

W15

W16

W17

低木（ツツジ）植え込み　29.6m2



柔剣道場
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中校舎西校舎

（玄関） （昇降口）

ボイラー室

渡り廊下

オイルタンク

受水槽

北校舎

▲隣地境界線

▲
隣
地
境
界
線

▲隣地境界線

▼
隣
地
境
界
線

▼隣地境界線

▼隣地境界線

▲
道
路
境
界
線

倉庫
油庫ゴミ置場

車路Ｗ5,100

▼隣地境界線

住宅地

住宅地

住宅地

住宅地

生徒会館

目
隠
し
フ
ェ
ン
ス

電気設備

電気設備

▼▼

▼

校門

▼

町道　割波二号線

バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト

防
球
ネ
ッ
ト

道
路
境
界
線

ソフトボール場

GL±0

GL±0

GL+3,000
GL+6,000

GL+8,000

GL+8,000

GL+800

GL+1,200

GL±0

▼
道
路
境
界
線

2,500

5,500

側
溝

歩
車
道
境
界
ブ
ロ
ッ
ク

車
道

側
溝

歩
道

外灯

高木

▼
校門

高木

的場

住宅地

駐車場

GL-1,000

射場

住宅地

2019.9

駐輪場

部室

屋内運動場

A1:1/500

A3:1/1,000

弓道場

至東松島市

工事場所：宮城郡松島町高城字迎山3-5

至利府町

至松島町

出典：国土地理院 地理院地図（電子国土Wed）

松島高屋内運動場等解体工事

配置図（解体後）

案内図 S=1/8000

GL±0

配置図（解体後）Ｓ＝1/500

電柱

車路Ｗ4,450

Ｎ

渡り廊下

渡
り

廊
下

渡り廊下

渡り廊下

東校舎

整地範囲　2,360㎡

上記以外で土等を乱した場合は、現状に復旧すること

凡　例

GL+700

Ｋ-02

伐採のみ実施

踏切板8,000

走り幅跳び用砂場

助走路転圧
40m×1.22ｍ

3
,
0
0
0

伐採のみ実施

9
0

9
0

3
,
1
8
0

3
,
0
0
0

2,6502,7002,650

8,180

90 90

継手位置

継手位置

Ａ

Ａ部分詳細図

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄにて固定

埋戻し
R面取り

90×90　カラマツ

Ｂ

Ｂ’

調整用木材　45×90

＊現場にて加工を行った部分に関しては

　塗布し、現場に持ち込む事とする。

＊使用する木材は、工場にて防腐剤を

＊継手部分は逆鎌継手とする。

　その場で防腐剤の塗布を実施する。

　走り幅跳び砂場枠：カラマツ　90×90

　防腐剤塗布：キシラデコール（オリーブ）

留め加工にて取付
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4
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4
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4
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4
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5
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GL+600

GL+700

整地　2,360㎡

GL+700

GL+750



申請建物５

西校舎

（昇降口）

オイルタンク

受水槽

▲隣地境界線
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地
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線
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住宅地
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目
隠
し
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ン
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倉庫

▼

バ
ッ
ク
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ッ
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防
球
ネ
ッ
ト

ソフトボール場

GL±0

GL±0

GL±0

GL+6,000

GL+800

GL+1,200

GL±0

電柱
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▼
道
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界
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側
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歩
車
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界
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歩
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高木

住宅地
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ア イ

オ
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ケ

コ

サ

GL+600

GL+800

GL+500

GL+600

駐輪場

申請建物２

GL+900

GL±0

GL+750

Ｘ19

GL+900

750

1
0
,
5
0
0

高木

ス

GL+200

1
,
5
0
0

2
,
9
0
0

エ

本工事建物
弓道場（射場）

GL+750

48,100

1,200

最高の高さ13.0ｍ

申請建物１

屋内運動場
本工事建物

Ｙ0

Ｙ0

1
0
,
0
0
0

Ｙ1

Ｙ6

2
8
,
0
0
0

2
3
,
3
5
0

Ａ

Ｂ

ＫA

ＫB

GL+600

7
,
5
0
0
5
,
3
5
0

1
0
,
5
0
0

7
,
7
0
0

3
,
7
5
0

Ｋ1 Ｋ2
GL+3,000

6,000 26,000 2,000

Ｍ1

Ｍ2

7,400 2,900

6,400

渡り廊下

本工事建物

申請建物５
最高の高さ4.72ｍ

Ｘ9

8,000

7,
90
0

▲
道
路
境
界
線

敷地面積25,005.04㎡

法42条１項１号道路

町道　53上竹谷・高城線

法42条１項１号道路

町道　2138松島高校南線

接道68.29m

接道2.98m

接道長さ68.29＋2.98＝71.27m

幅員８ｍ

幅員7.9ｍ

（玄関）

ウ

渡り廊下

本工事建物
部室

ＢＭ（既存マンホール蓋天端）

＝設計ＧＬ±0

GL±0

校門

避難通路幅1,500以上
▼

避難通路幅1,500以上

1,500

1
,
5
0
0

Ｘ1

1,500

電柱

GL+2,750GL+2,100GL+2,200

敷地断面図Ａ

Ｘ9

町道　2138松島高校南線

法42条１項１号道路

幅員6.0ｍ
本工事建物

敷地断面図Ｂ
▲隣地境界線

車両通路

▲延焼１Ｆ

▲延焼２Ｆ
5
,
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3
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焼
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焼
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▲
外
壁
間
中
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線 ▲

外
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心
線

▲外壁間中心線

GL+400

▲延焼２Ｆ

1
,
5
0
0 5
,
0
0
0

▲延焼１Ｆ

既存建物

■建築面積

確認済み番号

Ｓ56.11.20仙土15号

斜線部分

日影許可　Ｓ55.6.17　建第269号

シ

倉庫

東校舎

日影許可　Ｓ55.6.17　建第269号

最高の高さ6.3ｍ

Ｓ56.3.28

Ｓ40.10.4

Ｓ57.3.15

カ

Ｓ57.3.15

Ｓ57.3.15

第Ｈ10適建東土000001号

Ｈ10.4.15

Ｓ50.8.5

日影許可　Ｓ55.6.17
建第269号

中校舎

北校舎

日影許可　Ｓ55.6.17

建第269号

日影許可Ｓ55.6.17第269号

敷地断面図Ｃ

土砂災害警戒区域等について

県庁56-11

日影許可Ｓ56.10.5

渡り廊下

設計ＧＬ＋900をＺ0とする

ソ

既存建物

株式会社 盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計

図
番

認

連
　
　
　
番

担当

一級建築士登録

第１０１３１６号

訂正

ＳＡＫＡＲＩ

Ｓ Ｏ Ｇ Ｏ

Ｐ Ｌ Ａ Ｎ

発行

次長部長 審査

図
面
名

工
事
名

縮
尺栗 原 憲 昭

設
計
者

管
　
理

建
築
士

一級建築士登録

第３２５８３０号
目　黒　隆

宮城県仙台市青葉区上杉三丁目３－１６　〒９８０－００１１

事務所登録　　　宮城県　第18210266号

代表取締役　　栗 原 將 光

ＴＥＬ（代表）０２２－２２２－６８８７　　ＦＡＸ０２２－２２４－２３９７

松島高屋内運動場改築等工事

A1:1/500

A3:1/1000

▲
隣
地
境
界
線

GL+8,000

GL+8,000

2019.9

建築面積： 建築面積：

申請建物面積表

配置図（改築後）

Ｎ

■耐火・準耐火建築物の合計面積 ■その他の建物合計面積

Ａ－01

延べ面積： 延べ面積：

部室

弓道場（射場）

弓道場（的場）

建物名称 床面積建築面積 耐火建築物等

準耐火建築物

その他

その他

その他

その他

53.90

15.40

1541.71

285.88

46.20

15.40

渡り廊下 361.70

申請建物１

申請建物２

申請建物３

申請建物４

番号

屋内運動場

申請建物３
最高の高さ6.4ｍ

231.52

1,423.90

隣地斜線制限については建物高さが立ち上がり高さ20ｍ以下であり

明らかに適合するため、検討図を省略する。

道路斜線制限についても道路からの離隔距離が十分あり明らかに

適合するため、検討図を省略する。

補正図書

法42条１項１号道路

車路Ｗ5,100

住宅地

町道　割波二号線
申請建物４

最高の高さ4.7ｍ

弓道場（的場）
申請建物

合　計

既存建物

申請建物

合　計

■延べ面積

配置図　S＝1/500

延焼２Ｆ：延焼の恐れのある範囲（２階以上）

延焼１Ｆ：延焼の恐れのある範囲（１階）

凡 例

本工事建物

柔剣道場建設時に設置した既存ＲＣ擁壁

東校舎棟に関する延焼の恐れのある範囲についてはＡ－７２図による

解体予定建物

柔剣道場は、土砂法指定日以前の建物である

土砂災害警戒区域（イエローゾーン）

土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）

弓道場の的場が土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）に掛かるが

非居室であるため、施行令第80条の３による構造等の規制は受けない。

柔剣道場はレッドゾーンに掛かるが、土砂法指定日以前の建物である。

また、昭和46年3月の建設時にＲＣ擁壁を設置済み。風化の著しい岩と

した場合でも法面の角度は40°以下であるため、問題は無いと考える。

がけ面に対する安全性についての確認はＡ‐１２Ａ、Ａ－１２Ｂ（追加図書）による

工事場所：宮城郡松島町高城字迎山3-5

出典：国土地理院 地理院地図（電子国土Wed）

至東松島市

至利府町

案内図 S=1/8,000

校舎

校舎

校舎

校舎

校舎

構造・規模

ＲＣ－４

ＲＣ－４

ＲＣ－４

ＲＣ－４

ＲＣ－２

Ｓ－１

耐火建築物等

Ｓ－１

耐火建築物

耐火建築物

耐火建築物

耐火建築物

耐火建築物

用　途

運動場 Ｓ－１ その他

倉庫

倉庫

Ｗ－１

CB－１

その他

その他

その他倉庫 Ｓ－１

Ｗ－１倉庫

耐火建築物

耐火建築物

18.5m

15.3m

13.3m

17.0m

10.4m

3.8m

3.8m

5.1m

4.3m

3.5m

3.0m

3.0m

建物周囲に接する

地盤面からの高さ
既存建物名称番号

西校舎

中校舎

北校舎

東校舎

生徒会館

渡り廊下

524.72

636.66

287.55

695.00

487.47

524.72

床面積建築面積

渡り廊下

149.94

20.71 20.71

331.18

2314.70

870.81

1879.04

1907.04

柔剣道場 416.00459.32

倉庫 21.8721.87

倉庫

ゴミ置場

49.50

21.60

17.86 17.86

21.60

49.50

油庫

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

キ

ク

ケ

コ

サ

シ その他

その他Ｓ－１ス 10.12 駐輪場2.5m10.12駐輪場

既存建物面積表

至松島町

合計

Ｓ－１

その他Ｓ－１

セ

ソ

屋内運動場

渡り廊下

体育館 準耐火（ロ-2）

133.30

―

― 3.3m 渡り廊下

渡り廊下

渡り廊下

1,541.00 1,541.00 13.5m

▼
延

焼
２

Ｆ

▼
延
焼

１
Ｆ

▲
外

壁
間
中

心
線

▲
延

焼
１

Ｆ

申請建物６ 最高の高さ2.25ｍ

▲外壁間中心線
3
,
0
0
0

▲
外

壁
間

中
心

線

▲
延

焼
２

Ｆ

3,000

5,000

5,056.62 9,926.15

（既存建物ア～キ＋セ）+（申請建物１）＝

（既存建物ア～キ＋セ）+（申請建物１）＝ 10,930.91㎡

5,766.95㎡

（既存建物ク～ス）+（申請建物２～４、６）＝

（既存建物ク～ス＋ソ）+（申請建物２～６）＝

15,900

5,056.62　㎡

9,926.15　㎡

GL+800

セ

屋内運動場

日影許可　Ｓ55.6.17

建第269号

日影許可　Ｓ55.6.17

建第269号

合計 2,086.42 1,889.19

 　884.43㎡

1,376.09㎡

2,086.42　㎡

7,143.04　㎡

1,889.19　㎡

11,815.34　㎡

県庁63-2

柔剣道場

日影許可Ｓ63.7.7

Ｈ1.1.27

その他の建物

ク（既存のまま）

7,990



（既存のまま）

柔剣道場

株式会社 盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計

図
番

認

連
　
　
　
番

担当

一級建築士登録

第１０１３１６号

訂正

ＳＡＫＡＲＩ

Ｓ Ｏ Ｇ Ｏ

Ｐ Ｌ Ａ Ｎ

発行

次長部長 審査

図
面
名

工
事
名

縮
尺栗 原 憲 昭

設
計
者

管
　
理

建
築
士

一級建築士登録

第３２５８３０号
目　黒　隆

宮城県仙台市青葉区上杉三丁目３－１６　〒９８０－００１１

事務所登録　　　宮城県　第18210266号

代表取締役　　栗 原 將 光

ＴＥＬ（代表）０２２－２２２－６８８７　　ＦＡＸ０２２－２２４－２３９７

A1:1/500

A3:1/1000

松島高屋内運動場改築等工事

西校舎

（昇降口）

プール

オイルタンク

受水槽

▲隣地境界線

▲
隣
地
境
界
線

▲隣地境界線

▼
隣
地
境
界
線

▼隣地境界線

▼隣地境界線

▲
道
路
境
界
線

倉庫
油庫ゴミ置場

駐車場

車路Ｗ5,100

▼隣地境界線

住宅地

住宅地

住宅地

住宅地

住宅地

生徒会館

目
隠
し
フ
ェ
ン
ス

電気設備

電気設備

倉庫

▼

校門

町道　割波二号線

バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト

防
球
ネ
ッ
ト

（安土）

ソフトボール場

的場

GL±0

GL±0

GL±0

GL+3,000
GL+6,000

GL+8,000

GL+8,000

GL+800

GL+1,200

GL±0

GL±0

電柱

支線

▼
道
路
境
界
線

PTA花壇

2,500

5,500

側
溝

歩
車
道
境
界
ブ
ロ
ッ
ク

車
道

側
溝

歩
道

駐車場

GL-1,000

外灯

GL+400

GL+200
高木

GL±0 高木

トレーニング室

部室

弓道場

住宅地

駐輪場

解体前配置図　S＝1/500

渡り廊下

更衣室

プール

機械室射 場

Ｎ

2019.9

ア イ

エ

オ

キ

ｸ

サ

シ

ス

セ

ソ

タ

チ

ツ

テ

ト
ナ

ニ

校舎

校舎

校舎

校舎

校舎

体育館

運動場

部室

弓道場

更衣室

弓道場

トレーニング室

倉庫

倉庫

倉庫

倉庫

駐輪場

構造・規模

ＲＣ－４

ＲＣ－４

ＲＣ－４

ＲＣ－４

ＲＣ－２

Ｓ－１

耐火建築物等

Ｗ－１

Ｗ－１

補強CB－２

Ｗ－１

Ｓ－１

Ｓ－１

Ｓ－１

CB－１

Ｗ－１

Ｓ－１

CB－１

Ｗ－１

CB－１

Ｗ－１

Ｓ－１

Ｓ－１

耐火建築物

耐火建築物

耐火建築物

耐火建築物

耐火建築物

その他

その他

準耐火（ロ-2）

その他

その他

その他

その他

その他

その他

その他

その他

その他

その他

その他

その他

用　途

機械室

耐火建築物

耐火建築物

既存建物名称番号

西校舎

中校舎

北校舎

東校舎

生徒会館

渡り廊下

524.72

636.66

287.55

695.00

487.47

524.72

床面積建築面積

渡り廊下

柔剣道場

部室

トレーニング室

416.00

194.00

89.00

45.00

1541.00 1541.00

459.32

169.18

89.00

45.00

渡り廊下

96.50

133.30

40.0040.00

弓道場（的場）

弓道場（射場）

倉庫

ゴミ置場

21.87

21.60

21.87

21.60

17.86 17.86油庫

プール更衣室

機械室

倉庫 49.5049.50

合計

駐輪場 10.12

渡り廊下

149.94

20.71

331.18

建築面積：

10.74 10.74

10.04 10.04

5517.08

2314.70

870.81

1879.04

1907.04

既存建物面積表

ー

ー

ー

18.5m

15.3m

13.3m

17.0m

10.4m

3.8m

3.8m

3.3m

13.5m

5.1m

5.6m

4.5m

4.9m

4.6m

4.9m

4.3m

3.5m

3.0m

4.6m

3.0m

3.8m

地盤面からの高さ

建物周囲に接する

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

キ

ク

ケ

コ

サ

シ

ス

セ

ソ

タ

チ

ツ

テ

ト

ナ

ニ

建築面積： 944.23m2（ア～キ＋コ）＝ 4343.05m2

至東松島市

至松島町

案内図 S=1/8000

工事場所：宮城郡松島町高城字迎山3-5

至利府町

出典：国土地理院 地理院地図（電子国土Wed）

配置図（現状）

敷地面積25,005.04㎡ GL+750

GL+750 GL+900

GL+600

GL+800

GL+500

GL+900

GL+800

GL+600

GL+700

GL+600

■耐火・準耐火建築物の合計面積 ■その他の建物合計面積

Ａ－02

2.5m

（ク+ケ+サ～ニ）＝

（ア～カ＋コ）＝ 9368.49m2

10.12

（サ～ニ）　　　＝ 925.73m2

10294.22

延べ面積： 延べ面積：

法42条１項１号道路

町道　53上竹谷・高城線

町道　2138松島高校南線

法42条１項１号道路

▲
道
路
境
界
線

電柱

8,000

幅員８ｍ

幅員7.9ｍ

渡り廊下

カ

（玄関）

GL±0

ウ

補正図書

日影許可　Ｓ55.6.17　建第269号

Ｓ56.3.28

日影許可　Ｓ55.6.17
建第269号

中校舎

Ｓ50.8.5

建第269号

日影許可　Ｓ55.6.17

北校舎

Ｓ40.10.4

日影許可Ｓ55.6.17第269号

日影許可Ｓ56.10.5

県庁56-11

生徒会館

確認済み番号

Ｓ56.11.20仙土15号

日影許可　Ｓ55.6.17　建第269号

Ｓ57.3.15東校舎

Ｓ57.3.15

Ｓ57.3.15

渡り廊下

第Ｈ10適建東土000001号

Ｈ10.4.15

その他の建物

Ｈ1.1.27

県庁63-2
日影許可Ｓ63.7.7

日影許可Ｓ55.6.17

Ｓ46完成

斜線部分

柔剣道場建設時に設置した

既存ＲＣ擁壁

柔剣道場は、土砂法指定日以前の

建物である

屋内運動場

渡り廊下

渡り廊下

渡り廊下

渡り廊下建第269号

ケ

屋内運動場

コ

渡り廊下

日影許可Ｓ55.6.17

建第269号


